　










教材研究ノート№8-C-33





�
月額基本


使用料�
1分の通話料�
�
Ａプラン�
3500円�
25円�
�
Ｂプラン�
2000円�
40円�
�






≪学習問題≫


ある電話会社には，右のような


料金プランがあります。1ヶ月に


何分通話すると，Ａプランの方が


安くなりますか。
































①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ある数量yが，他の数量xに比例する部分と定数の和で表されるとき，yはxの一次関数であることを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・表，グラフ，式を使うと，関数関係に着目した問題解決ができることを学習している。


○共同追究での新たな見方・考え方


・一次関数の問題解決に連立方程式を用いる。


○新たな見方・考え方を支える学習


・一次関数の交点と連立方程式の解が一致することを学習している。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫
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1ヶ月の


使用料





月額基本


使用料





1分の通話料





通話時間





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し:2つのプランの使用料が等しくなる通話時間を求めたい。


→　使用料y(円)は通話時間x(分)の一次関数と考えられる。


→2点の座標から，傾きを求めればよさそうだ。





②学習課題: 通話時間と使用料の関係を表やグラフ，式に表し，　　2つのプランの使用料が等しくなる通話時間を求めよう。





③個人追究:表やグラフ，式を使って，通話時間を求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「表やグラフで求められる通話時間が，連立方程式でも求められるのはなぜだろうか？」


→「2つの関係を同時に満たすx，yの値が求まるからだ。」


「グラフの交点と連立方程式の解は一致するのだった。」





④共同追究後半（思考を深める）


「等しくなる通話時間が103分30秒のようになる場合にも，表，グラフ，式のどれでも求められるかな?」


→「表やグラフだとおよそ100分くらいだとわかるが，正確には求められない。連立方程式ならば，正確に求められる。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・グラフの交点を用いて解決する場合には，連立方程式を使っても解決できる。


・表，グラフ，式それぞれのよさと限界を理解した上で，どれを使って解決するか考えていきたい。





⑥定着･活用問題


学習問題のＡ，Ｂのプランに，月額基本使用料7500円，1分の通話料が0円のＣプランが加わったとします。1ヶ月に何分通話すると，Ｃプランがもっとも安くなりますか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・問題場面の理解のために，0分，10分，20分のときの使用料を確認し，徐々に使用料が近づいていくことや，一定に増えることに気づかせ，一次関数を利用した問題解決の見通しをもたせたい。


・連立方程式を使った解法について検討する場面では，必要に応じて，連立方程式の解の意味を振り返る場面を設定したい。





【板書計画】








